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を
誼
か
し
む
。
そ
の
備
は
制
限
ち
越
前
の
閥
分
寺
前
二
一
偲
に
よ
っ
て
略
明
ら
か
で
あ
る
。
是
に
よ
れ
ば
、
春

十
日
の
内
を
分
細
川
す
』
と
あ
る
も
の
印
ち
是
で
、
諒
一
枝
王
の
能
資
守
と
な
っ
た
常
時
は
そ
の
地
累
年
荒
態

師
は
法
曾
に
際
し
純
文
の
諦
設
を
司
る
も
の
で
あ
一

L
、
宵
姓
煩
侵
し
た
が
、
王
が
闘
に
到
っ
て
三
年
に

旬
、
毎
凶
分
寺
一
人
の
定
制
で
あ
る
が
、
俄
は
こ
十
一
及
ぶ
比
に
は
漸
く
興
復
し
た
か
ら
、
上
競
し
て
定
額

ロ
で
あ
る
ぺ
き
を
街
少
し
た
の
で
あ
る
。
次
い
で
文
一
大
奥
寺
を
以
て
閥
分
光
明
寺
と
し
た
と
い
ふ
の
で
あ

徳
天
皇
持
衡
二
年
一
乱
用
十
六
日
の
僚
に
、
加
賀
闘
の
一
る
。
但
し
こ
L

に
春
技
王
の
在
任
三
年
後
に
こ
の
事

閥
分
寺
に
布
醗
戒
本
間
二
町
を
鐙
く
と
あ
る
は
、
在
一
が
あ
っ
た
と
す
る
は
践
で
、
王
の
任
官
は
承
和
十
年

来
の
凶
分
寺
料
以
外
に
増
給
し
た
の
で
あ
る
。
又
法
一
正
周
、
閥
分
寺
の
創
立
の
こ
と
の
定
ま
っ
た
の
は
同

曾
の
時
経
名
・
純
文
を
祖
蹴
上
げ
る
稲
附
が
あ
っ
て
隣
一
年
十
二
周
朔
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
議
L
春
枝
去
は

梁
の
人
を
任
ず
る
わ
け
だ
が
、
加
賀
の
凶
分
寺
に
そ
一
素
よ
り
毅
〈
仰
教
を
崇
ん
だ
か
ら
、
働
力
に
よ
っ
て

れ
が
な
か
っ
た
か
ら
、
延
曹
三
年
六
周
二
十
日
の
太
一
治
凶
の
功
を
培
げ
ん
と
期
し
た
の
か
も
知
れ
ぬ
。
翌

政
官
符
に
よ
っ
て
之
を
置
い
た
こ
と
は
、
類
築
三
代
一
十
一
年
二

R
コ
一
日
、
能
資
凶
分
寺
の
説
師
を
停
め
て

栴
に
見
え
る
。
凶
分
寺
の
依
置
は
油
常
凶
衡
に
近
接
一
抑
制
師
を
給
す
る
の
抑
制
を
許
さ
れ
た
。
約
日
本
紀
こ
の

す
る
も
の
だ
が
、
加
賀
の
同
分
寺
批
は
今
の
能
央
部
一
時
の
文
に
、
『
能
管
凶
言
す
。
去
年
十
局
十
七
日
の
宮

古
府
な
る
古
前
の
入
幡
枇
地
で
あ
る
と
偲
へ
ら
れ
、
一
符
に
依
り
て
定
額
寺
を
以
て
凶
分
寺
と
鑓
し
詑
ぬ
。
』

越
資
質
=
一
州
志
に
は
、
源
平
蛾
袋
記
鵜
河
合
戦
の
鎌
一
と
あ
っ
て
、
十
年
十
二
周
期
に
凶
分
寺
を
琶
〈
こ

に
、
入
院
四
位
の
衆
徒
二
十
傑
人
凶
分
寺
に
曾
し
た
一
と
に
な
っ
た
前
文
と
幅
一
惜
し
て
ゐ
る
。
十
周
十
七
日

と
あ
る
を
引
用
し
て
‘
安
一
元
の
頃
向
こ
の
伽
艇
が
あ
一
は
十
二
周
十
七
日
の
課
脆
で
、
官
符
の
能
登
同
府
に

っ
た
の
だ
ら
う
と
震
う
て
ゐ
る
0

.耐
し
て
苦
聞
東
伍
一
着
し
た
日
で
あ
る
か
も
知
れ
ぬ
。
能
管
同
分
寺
の
倫

博
士
が
『
古
代
の
.
加
賀
と
同
府
』
に
、
今
の
能
楽
部
一
員
の
十
日
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
之
を
延
書
式
玄
替
凝

高
堂
が
南
あ
り
げ
な
地
名
で
あ
る
と
し
て
、
凶
分
寺
一
の
僚
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。
貞
税
五
年
二
周
サ
一
日

の
所
在
で
な
か
っ
た
か
と
疑
う
た
は
、

mに
掛
照
に
一
能
賛
同
始
め
て
凶
分
寺
に
布
薩
戒
本
問
一
一
一
町
を
置
い

過
ぎ
ざ
る
べ
く
、
文
石
川
榔
玉
鉾
の
高
照
寺
が
凶
分
一
た
。
一
冗
殴
六
年
十
用
品
u
五
日
能
資
凶
金
光
明
寺
撤
雷

寺
祉
な
る
こ
と
を
主
張
す
る
も
の
あ
る
も
、
開
よ
り
一
廻
民
に
迦
ひ
、
堂
舎
多
く
壊
れ
た
か
ら
、
三
割
以
に
遁
ず

何

等

根

践

が

な

い

。

一

る

布
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品
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百

六

束

三

把

二

分

を

充

て

、

ハ
ニ
〉
能
琶
の
凶
分
寺

l
能
資
も
亦
天
平
詑
字
元
年
の
一
修
理
せ
し
め
た
と
三
代
貨
録
に
見
え
る
も
、
亦
こ
の

再
鐙
凶
に
主
っ
て
凶
分
寺
を
定
め
る
必
裂
が
あ
っ
た
-
寺
の
こ
と
で
あ
る
。
次
い
で
延
喜
三
年
三
周
サ
日
の

が
、
そ
の
後
加
賀
と
同
じ
く
定
額
寺
を
以
て
代
用
し
一
宮
符
に
よ
っ
て
謎
師
を
超
く
に
去
っ
た
事
情
は
加
賀

た
こ
と
は
、
仁
明
天
・
接
承
和
十
年
十
二
周
期
、
能
管
一
と
同
じ
い
。
能
資
生
凶
玉
兆
古
制
批
々
起
に
、
天
文

凶
都
内
ハ
部
内
か
〉
定
額
大
奥
寺
を
以
て
始
め
て
凶
分
一
元
年
八
舟
守
護
白
山
氏
が
、
米
一
石
を
同
分
寺
に
寄

寺
と
鎚
す
と
あ
る
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。
附
し
て
こ
一
逃
し
た
と
あ
る
か
ら
、
そ
の
胞
は
ま
だ
寺
援
が
残
つ

の
凶
分
寺
を
創
建
す
る
に
主
っ
た
事
情
は
、
文
徳
質
二
L

ゐ
た
と
見
え
る
。
能
賛
同
分
寺
の
越
地
は
、
鹿
島

録
持
衡
三
年
九
用
十
三
日
の
傑
に
載
せ
た
春
校
五
小
一
部
凶
分
に
在
っ
て
、
今
路
傍
に
携
の
礎
石
と
、
水
間

コ
ク

中
に
若
干
の
礎
石
群
及
び
石
燥
の
椴
績
を
存
す
る
。

塔
礎
の
長
径
一
米
八
七
、
短
径
一
米
こ
七
、
地
上
に

露
出
す
る
こ
と
七
五
艦
、
中
央
に
笹
こ
八
題
、
深
さ

一
一
組
の
固
孔
が
あ
る
。

会
一
〉
凶
分
尼
寺

l
加
賀
・
能
奄
二
闘
の
凶
分
尼
寺
に

就
い
て
は
、
そ
の
記
事
の
史
籍
に
徴
す
べ
き
な
く
、

地
名
の
図
っ
て
縛
ぬ
べ
き
も
の
も
な
い
。
護
し
こ
の

闘
に
在
つ
て
は
、
術
寺
の
創
設
す
ら
閑
鑑
で
あ
っ
た

震
に
、
在
来
の
寺
院
を
代
用
し
た
儲
か
ら
考
へ
て

も
、
尼
寺
を
経
密
す
る
機
曾
は
還
に
な
か
っ
た
の
で

あ
ら
う
。

ヨ
タ
ボ
小
窪
羽
咋
郡
藤
懸
郷
に
臨
す
る
邸
務
。

ヨ
グ
マ
小
熊
吋
ン
河
北
郡
英
出
郷
に
臨
す

る
部
務
。

ゴ
タ
モ
ン
獄
門
務
政
時
代
に
、
獄
門
又
は
東

首
は
、
遁
剥
・
迫
訴
を
し
た
者
、
家
宅
に
侵
入
し
人

を
純
し
て
窃
盗
し
た
者
、
代
官
の
下
更
に
し
て
泊
分

の
私
曲
を
働
い
た
者
、
山
廻
の
更
に
し
て
多
数
の
松

樹
を
艶
伐
し
た
者
、
肝
煎
に
し
て
隠
悶
を
鑓
し
た
者
、

女
子
の
男
子
に
扮
し
て
側
外
に
出
た
者
、
街
頭
の
業

務
上
私
曲
を
な
し
た
者
、
窃
畿
の
罪
を
果
ね
た
者
、

士
人
の
娘
に
密
通
し
た
者
、
信
侶
に
し
て
師
匠
の
物

を
盗
み
女
犯
破
滅
し
た
者
、
人
家
の
段
雄
に
加
り
て

不
厨
を
働
き
た
る
者
、
米
仲
買
に
し
て
過
分
の
引
説

を
な
し
た
者
、
主
人
に
封
し
申
怒
り
の
訴
紋
を
提
出

し
た
者
、
子
を
捨
て
た
者
、
.
主
筋
の
人
を
殺
嬰
せ
ん

と
し
た
者
、
・
遺
恨
を
以
て
吏
を
殺
害
し
自
筈
を
仕
損

じ
た
者
、
米
般
を
領
外
に
密
質
し
た
者
、
鞍
躍
に
し

て
士
人
を
殴
訂
し
た
者
等
、
凡
べ
て
一
般
の
鑑
戒
た

ら
し
む
る
襲
あ
る
も
の
に
科

L
、
郊
端
の
刑
法
制
婦
で

斬
首
し
た
後
之
を
包
摂
し
た
の
で
あ
る
。
泉
首
の
揚
に

建
て
ら
れ
た
木
札
を
棄
札
と
い
ひ
、
数
日
の
後
首
は

取
捨
て
る
が
、
飛
札
は
命
政
十
日
之
を
共
の
餓
に
し

て
置
い
た
。

ゴ
タ
ラ
タ
ジ
極
繁
寺
金
津
野
川
寺
町
に
在
っ

て
‘
安
養
山
と
銃
し
、
滞
土
宗
に
臨
す
る
。
寺
院
来

隠
抱
に
、
天
一
止
年
中
前
回
利
長
の
越
中
守
山
に
在
城

し
た
頃
か
ら
そ
の
地
の
極
楽
寺
に
蹄
依
し
た
。
依
り

て
慶
長
四
年
金
揮
に
入
城
し
た
後
、
そ
の
住
磁
才
議

赴
暫
棋
を
布
部
せ
ら
れ
、
元
和
元
年
泉
野
に
今
の
寺

地
千
五
百
歩
を
賜
は
っ
て
仰
寺
を
遺
京
L
、
安
養
山

縫
楽
寺
と
脱
し
た
。
暫
替
は
文
総
コ
一
年
三
用
上
京
拳

内
し
て
紫
衣
勅
許
を
説
。
、
加
賀
一
同
中
浮
土
宗
寺

院
の
鯛
顕
を
勤
め
た
と
あ
る
。

ゴ
タ
ラ
タ
ジ
極
集
寺
江
抑
制
榔
祐
部
に
臨
す
る

部
wm
。
古
へ
援
策
寺
が
あ
っ
た
か
ら

ω街
と
な
っ

た
。
江
沼
志
稿
に
、
江
州
同
友
餓
胞
の
色
付
は
‘
こ

の
領
山
の
土
を
以
て
し
た
の
で
な
け
れ
ば
幕
府
に

納
ら
ぬ
と
い
ふ
の
で
、
先
年
か
ら
之
を
・
越
は
す
と
あ

る。
ゴ
ク
ラ
タ
ジ
極
禦
寺
江
沼
榔
極
構
成
寺
ハ
部
前

名
〉
に
あ
っ
た
寺
院
。
白
山
記
の
白
山
五
院
に
、
柏

野
・
祖
泉
寺
・
極
祭
寺
・
小
野
坂
・
大
増
寺
と
あ
る
も
め

是
で
あ
る
。
源
平
成
川
袋
起
訴
永
二
年
の
僚
に
縫
然
林

と
見
え
る
も
の
は
、
能
祭
寺
の
所
在
で
あ
ら
う
。
江

沼
志
稿
に
、
村
の
商
拙
摘
の
あ
る
腕
を
坊
ぷ
仰
と
い

ふ
も
の
即
ち
そ
の
寺
枇
で
あ
る
と
い
う
て
ゐ
る
。
級

乗
寺
は
山
口
宗
永
の
祈
願
寺
で
あ
っ
た
と
も
停
へ

る。ゴ
タ
ラ
タ
ジ
極
探
寺
江
川
似
榔
極
楽
寺
ハ
部
wm

名
〉
に
在
っ
て
、
提
宗
東
祇
に
崩
す
る
。
明
治
十
三

年
寺
脱
公
稽
の
許
可
を
得
た
。

ゴ
タ
ラ
タ
ジ
極
集
寺
石
川
端
宮
永
に
在
っ
て
、

銀
宗
東
援
に
臨
す
る
。

ゴ
ク
ラ
ク
ジ
極
祭
寺
羽
咋
榔
吉
岡
ハ
今
の
南

苦
闘
)
に
在
っ
て
、
提
宗
束
援
に
臨
す
る
。
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